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２）日本の株式・債券市場

出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成
※現地通貨ベース ＊ ▲はマイナスを表します。

１）先週の市場動向
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≪ 株式≫
日本株式市場（日経平均株価）は、前週末比で下落しました。
経済シンポジウム（ジャクソンホール会議）を控え、米連邦準備制度理事会
（FRB）による積極的な利上げが続くとの見方が改めて意識され、前週から
24日（水）まで5日続落しました。週末にかけては、5日間の下げ幅が900円
超と大きく、自律反発狙いの買いが広がったことや、政府による新型コロナ
ウイルスの水際対策の緩和で、インバウンド需要が回復するとの期待などか
ら上昇したものの、週間では前週末比で下落となりました。



≪ 株式 ≫
米国株式市場（NYダウ）は、前週末比で大幅に下落しました。
前週末に、FRB高官が９月の米連邦公開市場委員会（FOMC）での大幅利上
げを支持する姿勢を明らかにし、ジャクソンホール会議でパウエルFRB議長
もタカ派（金融引き締め推進派）的な姿勢を示すとの思惑から、不安定な値
動きとなりました。ジャクソンホール会議で、パウエルFRB議長が積極的な
利上げ姿勢を示すと、週末は1,000米ドルを超える大幅下落となりました。

４）外国為替市場≪債券≫
日本債券市場（10年国債金利）は、前週末比で上昇しました。
FRBが積極的な金融引き締めを継続するとの見方や、エネルギー価格の高騰な
どを受け、米国でインフレが高止まりするとの見方から米長期金利が上昇した
流れを受け、週初より上昇基調となりました。週末は、米長期金利の上昇がや
や一服したことや、日銀による連続指値オペの実施により、利回りはやや低下
したものの、週間では前週末比で上昇となりました。

5）今週の見通しについて

米ドル/円相場は、前週末比で円安米ドル高となりました。
週末にジャクソンホール会議を控え、持ち高調整のための円買い米ドル売り
も出やすかったものの、ジャクソンホール会議のパウエルFRB議長の講演を受
け、FRBが今後も積極的な金融引き締めを継続するとの見方から円売り米ドル
買いが進みました。
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３）米国の株式市場
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出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成
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先週の株式市場は、週末にジャクソンホール会議を控え、様子見ムードが
広がるなか、神経質な値動きとなりました。週末の米国株式市場は、パウエ
ルFRB議長の講演を受け大幅下落となりました。
ジャクソンホール会議の講演でパウエルFRB議長は、『家計や企業に痛み
をともなっても、インフレが抑制されるまでは利上げが必要』と発言しまし
た。今後の利上げ幅については、引き続き『利上げペースはデータや経済の
見通し次第』と強調していることから、市場は利上げ幅の縮小や利上げ休止
を見極めるため、インフレや労働関連の指標を中心とした経済データを注視
していくものと思われます。
ジャクソンホール会議を受け、米国の利上げ継続が改めて意識されたこと
から、株式市場は当面、不安定な値動きとなりそうです。なお、週末に発表
される8月の米雇用統計で、7月に続き米労働市場の堅調さが確認され、9月
のFOMCでの大幅利上げの確信度が高まることとなれば、米国株式市場は
週末に大きく下落する可能性もありそうです。
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商 号 等：ニッセイアセットマネジメント株式会社
金融商品取引業者
関東財務局長（金商）第369号
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【当資料に関する留意点】
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